
　
佐
渡
市
が
発
注
す
る
物
品
の
購
入
（
製

造
）
、
借
入
れ
お
よ
び
業
務
委
託
の
競
争
入

札
ま
た
は
随
意
契
約
に
参
加
す
る
た
め
に

は
、
「
平
成
25
・
26
年
度
佐
渡
市
物
品
の
調

達
等
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
」
に
登
録
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
資
格
審
査
と
登
録
は
２
年
ご
と
に
更

新
さ
れ
ま
す
が
、
「
自
動
更
新
」
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
23
・
24
年
度
の
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
て
も
、
改
め
て
25
・
26
年
度
の
申

請
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
入
札
や
見
積
も

り
等
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
申
請
に
つ
い
て
は
佐
渡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

入
札
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
１
件
の
契
約
額
が
20
万
円
以
下

の
小
額
な
取
引
の
場
合
は
、
登
録
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
財
務
課
契
約
検
査
室
契
約
係

（
本
庁
舎
３
階
）
☎
63
―
５
１
３
７

　
昭
和
24
年
１
月
26
日
は
、
法
隆
寺
金
堂
が

火
災
に
遭
い
、
貴
重
な
壁
画
が
焼
失
し
た
日

で
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
こ
の
日
が
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
文

化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
全
国
的
に
文

化
財
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
佐
渡
市
で
は
、
文
化
財
の
愛
護
と
防
火
意

識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
消
防
訓

練
を
行
い
ま
す
。

※
訓
練
で
は
実
際
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
の
で
、
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

日
時
　
１
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
11
時

場
所
　
長
谷
寺
（
長
谷
13
）

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
文
化
財
室

☎
63
―
３
１
９
５

　
真
野
都
市
計
画
火
葬
場「
永
安
館
」
の
都
市

計
画
決
定
案
に
つ
い
て
、縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
縦
覧
は
、
都
市
計
画
決
定
案
の
内
容

を
住
民
の
方
お
よ
び
利
害
関
係
の
あ
る
方
に

周
知
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

縦
覧
期
間
　
１
月
21
日（
月
）〜
２
月
４
日（
月
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
た
だ

し
、
土
曜
・
日
曜
を
除
く
。
）

縦
覧
場
所
　
佐
渡
市
役
所 

建
設
課 

住
宅
係

　
（
本
庁
３
階
）
佐
渡
市
千
種
２
３
２
番
地

意
見
書
の
提
出
　
こ
の
都
市
計
画
決
定
案
に

つ
い
て
、
佐
渡
市
の
住
民
の
方
お
よ
び
利
害

関
係
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
、
市
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
意
見
書
の
提
出
方
法
等
の
詳
細
は
、
市
役

所
建
設
課
住
宅
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
建
設
課
住
宅
係  

☎
63
―
５
１
１
８

　
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
推
進
上
越
広
域
連
携

会
議
で
は
、
平
成
27
年
春
の
北
陸
新
幹
線
開

業
に
向
け
て
、
地
域
の
魅
力
発
信
と
開
業
に

向
け
て
の
地
域
活
性
化
の
た
め
、
地
域
Ｐ
Ｒ

や
開
業
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
開
業
時
に
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
に
賛
同
し
、
協
賛
金
の
出

資
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
「
新
幹
線
開
業
イ

ベ
ン
ト
・
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

募
集
要
項

・
協
賛
金
は
、
１
口
１
０
０
０
円
か
ら
で
、

何
口
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
に
は
、
開
業
に
向
け
た

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
届
け
す
る
ほ

か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
を
進
呈
し

ま
す
（
ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
エ
コ
バ
ッ

グ
な
ど
。
３
口
以
上
お
申
し
込
み
の
方
に

は
、
さ
ら
に
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
も
進
呈
し
ま

す
）
。

・
協
賛
金
は
、
地
域
Ｐ
Ｒ
や
開
業
記
念
イ
ベ

ン
ト
、
グ
ッ
ズ
の
作
成
な
ど
に
活
用
し
ま

す
。

・
詳
し
く
は
連
携
会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.sh
in
k
a
n
se
n
-jo
e
tsu
-

k
o
ik
i-re
n
k
e
ik
a
ig
i.jp
/su
p
p
o
rte
r/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
推
進
上
越
広
域
連
携
会

議
事
務
局（
上
越
市 

新
幹
線
・
交
通
政
策
課
）

☎
０
２
５
―
５
２
６
―
５
１
１
１

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
き
ま
し
た
、
両
津
地

区
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
！

　
出
場
者
は
両
津
地
区
在
住
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、
両
津
地
区
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る

方
ま
で
幅
広
く
募
集
を
し
て
開
催
し
ま
す
。

住
民
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
大
会
で
す
。
地

元
の
ス
タ
ー
を
み
ん
な
で
応
援
し
盛
り
上
が

り
ま
し
ょ
う
！

日
時
　
２
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

会
場
　
両
津
文
化
会
館

入
場
料
　
全
席
自
由
５
０
０
円

　
チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め
は
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
佐
渡
、
社
会
教
育
課
（
両
津
支
所
２

階
）
、
両
津
地
区
公
民
館
、
丸
屋
書
店
（
両

津
）
ま
で
。

お
問
い
合
わ
せ

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡
　
第
３
回
両
津
地

区
カ
ラ
オ
ケ
大
会
事
務
局
☎
52
―
２
０
０
１

物
品
の
購
入（
製
造
）お
よ
び
業
務
委
託

の
平
成
25
・
26
年
度
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
に
つ
い
て

都
市
計
画
決
定
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

北
陸
新
幹
線 

開
業
イ
ベ
ン
ト
・

Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す

第
３
回
両
津
地
区
カ
ラ
オ
ケ
大
会

お
　
知
　
ら
　
せ
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文
化
財
は
地
域
の
宝

文
化
財
の
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す



　
市
営
住
宅
　

◆
大
野
第
１
住
宅
（
両
津
）

　
所
在
地
　
梅
津
２
２
２
２
番
地

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
３
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
９
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
３
階
）

　
月
額
家
賃
　
２
万
５
８
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
５
万
０
６
０
０
円

◆
吉
井
第
２
住
宅
（
金
井
）

　
所
在
地
　
吉
井
本
郷
７
３
２
番
地

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
４
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
７
１
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
３
７
０
０
円

◆
後
稲
葉
住
宅
団
地
（
畑
野
）

　
※
単
身
で
の
申
込
み
可
能

　
所
在
地
　
佐
渡
市
畑
野
甲
６
２
７
番
地
２

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
長
屋
建
て

　
　
　
　
　
２
Ｄ
Ｋ
、
平
成
13
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
４
４
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
８
３
０
０
円

　
県
営
住
宅
　

◆
炭
屋
町
住
宅
（
相
川
）

　
所
在
地
　
相
川
炭
屋
町
19
番
地
３

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
58
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
１
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
６
６
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
２
７
０
０
円

◆
青
柳
寺
住
宅
（
佐
和
田
）

　
所
在
地
　
佐
渡
市
中
原
３
１
３
番
地
１

　
規
　
格
　
中
層
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
56
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
４
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
６
５
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
２
４
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　

◆
木
戸
沢
第
３
住
宅
（
金
井
）

　
所
在
地
　
佐
渡
市
千
種
１
０
３
８
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
長
屋
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
９
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
１
階
）

　
月
額
家
賃
　
５
万
３
０
０
０
円
（
定
額
）

◆
新
町
団
地
（
真
野
）

　
所
在
地
　
佐
渡
市
真
野
6
5
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
12
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
１
階
）

　
月
額
家
賃
　
５
万
６
０
０
０
円
（
定
額
）

申
込
方
法
　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支

所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当

窓
口
へ
、
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
１
月
31
日
（
木
）
午
後
５
時

入
居
可
能
日
　
２
月
下
旬
（
応
募
数
に
よ
り

期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

注
意
事
項
　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が
必

要
で
す
。

○
連
帯
保
証
人
（
市
内
在
住
親
族
２
名

　
※
県
営
住
宅
は
１
名
）

○
敷
金
の
納
入
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
建
設
課 

住
宅
係
☎
63
―
５
１
１
８

　
ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
公
営
住
宅
担
当
窓
口
へ

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

【
応
募
資
格
】

※
共
通
条
件
「
①
②
③
」
に
加
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
住
宅
の
入
居
申
込
み
条
件
に
該
当
す

る
こ
と
。

・
大
野
第
１
住
宅
、
吉
井
第
２
住
宅
、
炭
屋

町
住
宅
、
青
柳
寺
住
宅
「
④
⑤
」

・
後
稲
葉
住
宅
団
地
「
⑤
」

・
木
戸
沢
第
３
住
宅
、
新
町
団
地
「
④
⑥
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
か
、

住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、
公
租
公
課

（
市
税
な
ど
）
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）
が
暴

力
団
員
で
な
い
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

④
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が
い

る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控
除

を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０
０
０

円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
の
い
る
世

帯
、
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
い
る

世
帯
な
ど
は
21
万
４
０
０
０
円
）
以
下
で

あ
る
こ
と

⑥
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控
除

を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０
０
０

円
以
上
48
万
７
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ

と

お
　
知
　
ら
　
せ
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　冬はSweetsの美味しい季節。沢山のデザート＆スィーツで、お腹
もハートも満たしませんか？今回は、昨年大好評の「えんや」を会場
に、素敵な”ストラップ”作りなど内容は盛りだくさん!!
　出逢いがないという「あなた」。一歩踏み出して、気軽に出逢いを
楽しんでみてはいかがですか？皆さんの参加をお待ちしています!!
と　き　２月24日(日)　午後３時～６時
受　付　男性：午後２時15分～、女性：午後２時30分～
ところ　佐渡ホットステーション「えんや」（佐渡市豊田50）
参加費　男性：6000円、女性：1000円（当日会場でお支払ください）
定　員　男性15人（おおむね25歳～45歳位）
　　　　女性15人（フリー）

お申し込み　市役所地域振興課地域振興係
　　　　　　〒952―1292　佐渡市千種232番地
　　　　　　☎0259―63―4152　FAX0259―63―5125
①氏名②住所③電話番号④年齢をお願いします。
受付時間：平日午前9時～午後5時（電話・ファックス・郵送可）
申込締切　２月７日(木)午後３時まで
※応募者多数の場合は、抽選とさせていただきます。
※参加者には、後日案内文書を送付いたします。

男性対象事前セミナー 「幸せのヒント・短期集中アドバイス」
　男性のみ、事前セミナーがあります。
日時　２月21日(木)午後 ７時～９時
場所　アミューズメント佐渡２階　文化情報センター
講師　(株)アクセス・ネットワーク アドバイザー
内容　イベントタイムスケジュール等
※アルコールの提供はありません。
主催　佐渡市　　企画・運営　(株)アクセス・ネットワーク

「Ｈａｐｐｙ❤Ｓｗｅｅｔｓパーティー」
　

独身男女限定 参加者募集中!!

～季節のデザート盛り沢山❤ 気軽で楽しい出逢いを満喫しましょう!!～



　
生
物
多
様
性
を
推
進
す
る
に
は
、
野
生
生

物
と
の
共
生
が
可
能
と
な
る
環
境
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
の
自

然
・
文
化
・
産
業
等
に
関
す
る
学
術
的
調
査

研
究
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
佐
渡
市
で
は
、
こ
の
分
野
の
学
生
に
よ
る

研
究
を
支
援
す
る
た
め
、
生
物
多
様
性
学
術

研
究
等
奨
励
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
各
大
学
の
学
生
に
よ
る
研

究
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
17
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
３
時

（
予
定
）

会
場
　
ト
キ
交
流
会
館
　
大
ホ
ー
ル
（
新
穂

潟
上
１
１
０
１
―
１
　
新
穂
潟
上
温
泉
隣
）

■
ト
キ
４
羽
を
ふ
れ
あ
い
施
設
へ
移
送
し

ま
す

　
１
月
中
旬

に
、
新
穂
長
畝

に
あ
る
ト
キ

の
森
公
園
内

の
ト
キ
ふ
れ

あ
い
施
設
飼

育
ケ
ー
ジ
へ
、

ト
キ
２
ペ
ア
・

４
羽
を
移
送

し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
３

月
30
日
の
ふ
れ
あ
い
施
設
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
に
向
け
、
ト
キ
を
飼
育
環
境
に
慣
ら

す
た
め
の
も
の
で
、
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
期

間
は
一
般
公
開
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
ト
キ
目
撃
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
12
月
３
日
現
在
、
佐
渡
島
内
に
は
76
羽

の
ト
キ
が
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
冬
は
餌
が
少
な
く
な
り
、
普
段
見
ら

れ
な
い
場
所
で
行
動
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
も
し
、
ト
キ
を
見
か
け
た
ら
、

佐
渡
市
ト
キ
交
流
会
館
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
０
１
２
０
―
９
８
０
―
５
５
１
）
へ
お

気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進
室

ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

☎
24
―
６
０
４
０

生
物
多
様
性
学
術
研
究
発
表
会
を
開
催
し
ま
す

　
佐
渡
市
内
の
各
地
で
光
回
線
が
敷
設
さ

れ
、
「
フ
レ
ッ
ツ
光
」
な
ど
の
高
速
の
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
回
線
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
「
ひ
か

り
電
話
に
加
入
す
る
と
料
金
が
格
安
に
な

る
」
と
勧
め
ら
れ
、
内
容
が
理
解
で
き
な

い
ま
ま
契
約
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
増
え

て
い
ま
す
。

具
体
例

・
業
者
が
訪
問
し
、
「
○
月
か
ら
光
回
線

が
利
用
で
き
ま
す
が
、
無
料
で
回
線
の

引
き
込
み
工
事
が
で
き
る
の
は
今
月
末

ま
で
で
す
」
、
「
パ
ソ
コ
ン
の
設
定
も

無
料
で
実
施
し
ま
す
」
と
、
急
い
で
契

約
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
。

・
２
つ
か
ら
３
つ
の
業
者
が
次
々
と
や
っ

て
来
て
、
光
回
線
や
ひ
か
り
電
話
に
加

入
す
る
よ
う
に
勧
め
、
断
っ
て
も
何
回

も
来
る
。

・
「
従
来
の
固
定
電
話
の
回
線
が
使
え
な

く
な
る
の
で
、
ひ
か
り
電
話
に
加
入
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
、
不
安
に

な
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

・
光
回
線
が
開
通
し
た
地
域
で
も
、
今
ま

で
の
電
話
回
線
が
使
え
な
く
な
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・「
光
回
線
」「
ひ
か
り
電
話
」導
入
の
メ
リ
ッ

ト
だ
け
で
な
く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
き
ち
ん

と
説
明
し
て
く
れ
る
業
者
に
、
工
事
費
用

や
毎
月
の
利
用
料
金
を
確
認
し
て
か
ら

契
約
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

メ
リ
ッ
ト

・
光
回
線
に
加
入
す
る
こ
と
で
、
自
宅
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
場
合
の

通
信
速
度
が
速
く
、
利
用
料
金
も
安
く

な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
と
一
緒
に

「
ひ
か
り
電
話
」
サ
ー
ビ
ス
を
申
し
込

む
と
、
固
定
電
話
の
と
き
と
同
じ
電
話

番
号
・
電
話
機
を
使
え
る
上
に
、
電
話

の
基
本
料
金
が
安
く
な
り
、
通
話
料
も

節
約
で
き
ま
す
。

デ
メ
リ
ッ
ト

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
せ
ず
に
「
ひ

か
り
電
話
」
だ
け
加
入
す
る
事
も
で
き

ま
す
が
、
そ
の
場
合
も
「
光
回
線
」
の

利
用
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

・
停
電
時
に
使
え
な
い
、
一
部
の
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
接
続
で
き
な
い
番
号
が

あ
る
等
、
ひ
か
り
電
話
の
デ
メ
リ
ッ
ト

（
短
所
）
も
あ
り
ま
す
。

　
不
審
な
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
総
務
課 

市
民
相
談
室
　
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
係

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
佐
和
田

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

（
平
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

☎
57
―
８
１
４
３

料
金
と
特
徴
を
理
解
し
て
か
ら
契
約
を
！

　
　
　
　
　
　「
光
回
線
」「
ひ
か
り
電
話
」

「
あ
や
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、
契
約
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
　

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

98
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宗太夫間歩●宗太夫間歩●
●道遊の割戸●道遊の割戸

上相川上相川

鶴子銀山跡鶴子銀山跡

宗太夫間歩●
●道遊の割戸

上相川

鶴子銀山跡

佐渡奉行所●佐渡奉行所●佐渡奉行所●佐渡奉行所●佐渡奉行所●

　
11
月
16
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
た
国
の

文
化
審
議
会
（
宮
田
亮
平
会
長
）
は
、
上

相
川
に
あ
る
鉱
山
町
跡
27
　
余
り
を
国
史

跡
佐
渡
金
銀
山
遺
跡
に
追
加
指
定
す
る
よ

う
、
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。

　
追
加
指
定
と
な
る
上
相
川
地
区
は
、
16

世
紀
末
か
ら
17
世
紀
初
頭
に
金
銀
鉱
石
の

採
掘
が
始
ま
っ
た
相
川
金
銀
山
に
伴
っ
て

形
成
さ
れ
た
鉱
山
集
落
跡
で
、〝
道
遊
の

割
戸
〞
に
隣
接
す
る
濁
川
左
岸
の
標
高
１

５
０
か
ら
２
５
０
ｍ
の
台
地
や
斜
面
に
立

地
し
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
初
期
、
そ
の
賑
わ
い
振
り
か

ら｢

上
相
川
千
軒｣

と
い
わ
れ
、
相
川
金
銀

山
の
発
展
を
支
え
ま
し
た
。

　
上
相
川
は
、
明
治
時
代
に
ほ
ぼ
無
人
と

な
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
斜
面
を
造
成
し

た
平
坦
地
群
や
石
垣
、
道
路
跡
な
ど
の
地
割

や
寺
社
跡
な
ど
が
良
好
に
残
さ
れ
、
県
と
市

が
進
め
る
世
界
遺
産
登
録
の
最
も
重
要
な

構
成
資
産
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
顕
著
な
普
遍
的
価

値
」
を
さ
ら
に
証
明
す
る
た
め
、
調
査
・

研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
史
跡
の
適
切

な
保
存
管
理
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63―

５
１
３
６

上相川鉱山町跡（実線で囲んだ部分）　およそ27.2haを追加指定

「上相川絵図」　初期鉱山町の区割りがわかる（相川郷土博物館蔵）

相川本町跡のテラス
（南西から）

弥左衛門町跡の石垣
（北東から）

　11月23日(金)、長野県松本平広域公園陸上
競技場で開催された、「第６回 北信越中学校
駅伝競走大会」で、県代表として佐渡から真
野中学校と金井中学校が出場し、真野中学校
男子駅伝部が５位に入賞しました。

真野中学校男子駅伝部が
第６回 北信越中学校駅伝競走大会で
５位入賞!!

ha

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

佐
渡
金
銀
山
遺
跡
に
上
相
川
鉱
山
町
跡
を
追
加
　
国
文
化
審
議
会
が
答
申
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４
月
の
入
学
式
当
日
、
真
野
中
学
校

の
校
門
を
過
ぎ
て
正
面
玄
関
へ
向
か
う

新
入
生
は
、
誰
も
が
「
立
志
力
行
」
「
協

力
親
和
」
の
石
碑
を
目
に
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
真
野
中
学
校
に
代
々

受
け
つ
が
れ
て
き
た
校
訓
で
す
。

　
こ
の
校
訓
を
よ
り
具
体
化
し
た
「
感

謝
す
る
心
」
「
素
直
な
心
」
「
努
力
す

る
心
」
の
「
三
つ
の
心
」
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
現
在
、
１
３
３
名
の
生
徒

が
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
、
学

業
や
ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
「
分
か

る
喜
び
・
学
ぶ
楽
し
さ
」
を
味
わ
え
る
学

習
指
導
の
実
現
で
す
。
隣
接
す
る
真
野

小
学
校
と
連
携
し
、
授
業
改
善
と
家
庭

学
習
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
次

第
に
家
庭
学

習
の
時
間
が

増
え
て
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
総

合
郷
土
」
の

時
間
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

地
元
の
方
を

講
師
に
招
き
、
鷺
流
狂
言
、
文
弥
人
形
、

佐
渡
お
け
さ
、
和
太
鼓
、
竹
細
工
、
版

画
、
工
芸
、
生
花
、
茶
道
、
リ
コ
ー
ダ
ー

の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
学
習
し
ま
す
。
生

徒
は
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
一
緒
に
な

っ
て
、
技
術
や
動
作
を
学
び
な
が
ら
、
創

作
や
表
現
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し

て
、
学
習
の
成
果
は
、
文
化
祭
で
披
露
し

ま
す
。
苦
労
は
多
い
の
で
す
が
、
表
現
す

る
喜
び
や
伝
統
芸
能
の
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
で
き
る
貴
重
な
時
間
で
す
。

　
な
お
、
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
て
、 

部
活
動
も
盛
ん
で
す
。

　
特
に
今
年
は
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
佐
渡
市
陸
上
競
技
場
で
実
力
を
養
成
し

た
生
徒
の
う
ち
、
男
子
駅
伝
部
が
北
信
越

大
会
で
５
位
に
入
賞
す
る
と
い
う
、
望
外

の
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、

３
月
の
卒
業

式
。
証
書
を

持
っ
た
卒
業

生
が
、
校
訓

と
３
年
間
の

思
い
出
を
心

に
刻
ん
で
、

二
つ
の
石
碑

を
後
に
し
ま

す
。

　
真
野
中
学
校
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、

毎
年
社
会
を
に
な
う
人
材
を
輩
出
し
て
い

ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
両
津
支
所
内
）
☎
23―

４
８
９
８

海と陸が出会い、大地が誕生したことを
示す「隆起のポーズ」

「総合郷土」発表会　鷺流狂言

陸上競技場で体力づくり

　
昨
年
11
月
に
、
高
知
県
室
戸
市
を
会
場

に
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
大
会
が
３
回
目

と
い
う
こ
と
か
ら
も
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と

い
う
取
り
組
み
が
、
ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
の
活
動
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
大

会
は
、
各
地
で
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
活
動
に

携
わ
っ
て
い
る
関
係
者
が
、
日
々
の
課
題

や
成
果
の
あ
っ
た
活
動
を
発
表
す
る
な
ど

活
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
国
内
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み

に
手
を
挙
げ
た
地
域
が
３
年
間
で
40
地
域

に
ま
で
増
え
ま
し
た
（
平
成
24
年
10
月
10

日
現
在 

）
。
そ
れ
だ
け
ジ
オ
パ
ー
ク
を
通

し
た
地
域
づ
く
り
に
魅
力
を
感
じ
て
推
進

活
動
を
始
め
た
地
域
が
多
い
の
で
す
。
室

戸
岬
や
弘
法
大
師
の
歴
史
・
伝
説
が
有
名

な
「
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
は
、
国
内
で
５
番

目
と
な
る
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
加
盟
を

果
た
し
ま
し
た
。
太
平
洋
に
面
し
て
お
り

『
海
と
陸
が
出
会
い
、
新
し
い
大
地
が
誕
生

す
る
最
前
線
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
日
本
海
側
と
は
違
う
と
て
も
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
大
地
の
見
ど
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
が
、
印
象
的
だ
っ
た
の
は
地
元

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
で
す
。
大
会
本

部
と
は
別
に
集
落
単
位
で
大
会
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
名
乗
り
を
あ
げ
、
ジ
オ
ツ
ア
ー

や
交
流
会
を
企
画
し
室
戸
大
会
に
貢
献
し

て
い
ま
し
た
。

　
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
準
備
に
取
り

組
ん
だ
集
落
の
方
々
に
お
話
を
聞
く
と
、

皆
さ
ん
は
生
ま
れ
育
っ
た
室
戸
が
大
好
き

で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
加
盟
し
た
こ
と
を
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
人
が
集
ま
れ
ば
、
新

し
い
商
品
開
発
の
話
や
、
将
来
の
室
戸
に
つ

い
て
語
り
合
い
が
始
ま
る
そ
う
で
す
。
室
戸

に
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
球
の
歴
史
を
刻
む

地
層
や
、
台
風
と
共
生
し
て
き
た
昔
な
が
ら

の
街
並
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
を
伝
え
る
人
々
が
い
な
け
れ
ば
何
も
わ

か
り
ま
せ
ん
。
室
戸
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ら
を
伝
え
る
「
ジ
オ
パ

ー
ク
の
人
」
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
し

た
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
成
功
の
決
め
手
は
、

「
人
づ
く
り
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ジ

オ
パ
ー
ク
に
携
わ
る
人
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ

ど
、
佐
渡
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
成
功
に
近
づ
い

て
い
く
の
で
す
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
室
（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

☎
23
―
２
１
０
１

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
㉑

さ
あ
、「
ジ
オ
パ
ー
ク
の
人
」
に
な
ろ
う
！

　
佐
渡
市
立 
真
野
中
学
校
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佐渡市立中央図書館 ☎63-2800

　
健
康
登
山
　
ド
ン
デ
ン
山
〜
金
剛
山
〜

　
大
佐
渡
石
名
天
然
杉
遊
歩
道
（
羽
茂
地
区
）

　
羽
茂
地
区
公
民
館
で
は
、
秋
に
佐
渡
の
美

し
い
自
然
を
満
喫
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
健

康
登
山
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
10
月
13

日(

土)

に
、
参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
総
勢
20
名

が
ド
ン
デ
ン
山
か
ら
金
剛
山
を
経
由
し
、
大

佐
渡
石
名
天
然
杉
遊
歩
道
ま
で
の
約
10
キ
ロ

の
道
の
り
を
６
時

間
か
け
て
踏
破
し

ま
し
た
。

　
平
地
や
里
山
で

は
見
ら
れ
な
い
天

然
杉
の
節
く
れ
立

っ
た
勇
壮
な
姿
や

風
雪
に
耐
え
て
生

き
抜
く
木
々
や
植

物
に
驚
き
、
参
加

者
は
あ
ら
た
め
て

佐
渡
の
雄
大
さ
を
感
じ
た
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　
第
31
回
に
い
ぼ
地
区
展
（
新
穂
地
区
）

　
11
月
17
日(

土)

、
18
日(

日)

の
両
日
、
新

穂
体
育
館
を
会
場
に
、
に
い
ぼ
地
区
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
の
保
育
園
、
小
中
学

校
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
、
公
民
館
自
主

講
座
、
こ
ど
も
読
書
会
等
の
参
加
者
に
よ
る

９
０
０
点
を
超
え
る
力
作
が
出
展
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
会
場

内
に
設
け
ら
れ

て
い
る
呈
茶
コ

ー
ナ
ー
も
、
作

品
観
覧
の
合
間

に
立
ち
寄
れ
る

場
所
と
し
て
大

好
評
で
し
た
。

会
場
に
は
地
区

内
外
か
ら
多
く

の
方
が
訪
れ
、

芸
術
の
秋
を
満

喫
さ
れ
て
い
た

様
子
で
し
た
。

★2012年ベストリーダ
（2012年にもっとも読まれた本ベスト５）

　１　マスカレード・ホテル　　東野圭吾//著

　２　麒麟の翼　　　　　　　　東野圭吾//著

　３　ナミヤ雑貨店の奇跡　　　東野圭吾//著

　４　真夏の方程式　　　　　　東野圭吾//著

　４　１Ｑ８４　ＢＯＯＫ１　　村上春樹//著

★2012年ベストリーダ【雑誌編】
（2012年にもっとも読まれた雑誌タイトルベスト５）

　１　婦人公論　　　　　　　　中央公論新社

　２　オレンジページ　　　　　オレンジページ

　３　クロワッサン　　　　　　マガジンハウス

　４　すてきな奥さん　　　　　主婦と生活社

　５　ＮＨＫきょうの料理　　　日本放送出版協会

★2012年ベストリクエスト
（2012年にもっともリクエストの多かった本ベスト５）

　１　ナミヤ雑貨店の奇跡　　　東野圭吾//著

　２　虚像の道化師　　　　　　東野圭吾//著

　３　禁断の魔術　　　　　　　東野圭吾//著

　４　舟を編む　　　　　　　　三浦しをん//著

　５　ソロモンの偽証　　　　　宮部みゆき//著

【旧佐渡女子高等学校紫苑会からご寄附をい
ただきました】
　中央図書館の図書充実のためにと、旧佐渡
女子高等学校紫苑会会長113,748円、金井支
部長288,343円、合計402,091円のご寄付を
いただきました。
　現在、佐渡女子高等学校紫苑会コーナーを
設けて、市民の皆さまにご利用いただく準備
をしております。

【図書館からのお願い】
　佐渡市の図書館では、資料購入費の有効活用
のため、複本での購入を極力控えております。
　このため、予約多数の資料につきましては、お
手元に届くまでお時間がかかる場合があります。
　また、ご予約いただきました資料が貸出でき
るようになってから、ご連絡しますので、２週間
以内にご来館くださいますようお願いします。

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4185
（両津支所内）
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佐渡民謡の唄と踊り佐渡民謡の唄と踊り 新穂・青木鬼太鼓演舞新穂・青木鬼太鼓演舞

アイランダー2012開催！
　晩秋の寒空の下、去る平成24年11月24日(土)、25日(日)、20
回目を迎えた“アイランダー2012”が、「聞いてみよう！島のく
らし 話してみよう！島のじまん」をキャッチフレーズにして、東
京・池袋サンシャインシティ文化会館３階で開催された。
　北は北海道礼文島から、南は沖縄県八重山諸島まで、全
国“63の島々”が集まり、新潟県からは“佐渡島”と“粟
島”が参加した。開会式では、島々の代表者によるテープ
カットが行われ、華やかに“幕”が開けた。
　佐渡島のブースは、伝統芸能をはじめ、島の魅力をライ
ブで発信するステージである“アイランダーステージ”に
直近する場所に設けられた。“トキと共に暮らす島、佐渡
へようこそ”と題した「佐渡島総合案内所」が設置され、
トキ情報・定住情報・観光情報の紹介が行われた。また、
佐渡の地酒の試飲・販売、農産物、海産物、酪農品の販売
が行われ、昨年を上回る販売実績を上げた。
　ステージにおいては、新穂・青木鬼太鼓の勇壮な演舞
と、おけさ友愛会、ならびに若波会の方々による「佐渡民
謡」の唄と踊りが優雅に演じられた。
　また、佐渡島ブースでは、「佐渡たらい舟娘」山本佳那
さんも参加し、佐渡島の宣伝に大きく貢献した。
　２日間合計で約12,000人の来場者があり、出口でのアン
ケート「印象の良かった島」では、総合順位で第３位とな
り、次回の奮起が望まれる。

（文責：佐渡市東京事務所　榎谷端夫）

当市にご寄附をいただき、お礼申し上げます。
○物品
　心肺蘇生訓練用人形（成人） １体
　心肺蘇生訓練用人形（幼児） １体
　ＡＥＤトレーナー １台
　応急手当講習用テキスト 300冊
　応急手当啓発用ＤＶＤ 10枚
　　財団法人救急振興財団　理事長
　　中川  浩明 様（東京都八王子市）
住所氏名のみ掲載
　公益財団法人 ベルマーク教育助成財団
　事務局長  宮田 謙一 様（東京都中央区）

司法書士による無料法律相談
★面談方式です。事前にご予約ください。
日時　1月21日(月)～25日(金)
　　　午後１時～５時
場所　市内の各司法書士事務所
・土地や建物の売買、贈与、相続、担保
権の設定等の手続き
・会社・法人の設立、変更等の登記問題
・建物の新築、増築についての手続き
・金銭の貸し借り、借地・借家等のトラ
ブルの申し立て
・多重債務者の調停、訴訟、自己破産等
による救済の申し立て
・訪問販売の解約、保証人、隣地間のも
め事等の手続き
・家庭内の人間関係と結婚、離婚、内縁
等の問題の手続き
・遺言の方法と相続手続き
・高齢者の今後の財産管理等（生前贈与・
遺言・負担付遺贈・死因贈与・信託・財産
管理委任契約等の手続き）
その他、お気軽にご相談ください。
お問い合わせ
司法書士会佐渡支部　☎55－3117

　佐渡地域振興局企画振興部では、毎年10月末に開催
される横浜京急百貨店での「大新潟展」の物産販売に向
け、島内のこだわりの商品情報を百貨店に紹介し、事業
者と百貨店との橋渡し役を担っています。
　また佐渡観光のＰＲも行っており、本年はトキのふれ
あい施設や「大佐渡石名天然杉 遊歩道」などを中心に
紹介しました。
　当部では、「大新潟展」を通じて、商品の販路拡大や佐
渡の認知度向上、更には佐渡への誘客をねらいとして取
り組んでいます。次年度の開催に向け、こだわりの商品情
報を収集し、百貨店にアプローチしたいと考えています。
物産展に興味のある方、島外市場開拓をお考えの事業者
の皆さんは、お問い合わせください。（※物産展出展の可
否は、京急百貨店と協議の後、百貨店側の判断に従いま
す。）詳細については、佐渡地
域振興局のホームページ
（http://www.pref.niigata.
lg.jp/sado）をご覧ください。
お問い合わせ
佐渡地域振興局企画振興部地域
振興課　☎74－3133

　新しい年に託す願いを、荒波くだける厳
冬の海に向かって叫んでみませんか。
　皆さんの想いのほとばしりを、「絶叫度」
「切実さ」「表現力」などにより審査させて
いただきます。
　優勝者には地元海産物を贈呈！
開催日  １月26日(土)　　 集合時間  正午
集合場所　外海府・願集落内福助屋旅館前
コンテスト実施　午後１時30分～（予定）
参加費　昼食代（願御膳）として1000円
※なお市役所本庁前よりシャトルバスが
出ます。（午前11時発を予定。無料・要
予約）ぜひご利用ください。道中、佐渡
國しま海道の取り組み「寄れっ茶屋」数
軒を訪問します。
主催　佐渡國しま海道
お申し込み・お問い合わせ
市役所建設課建設係（松本）☎63－5118

寄付のお礼

第５回
冬の日本海に新年の願いを叫ぶ
コンテストin願 出場者募集！

島外市場開拓・販路拡大を目指す
事業者のみなさんを応援しています！

首都圏情報コーナー
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 11.13～12.10届出

11.9

11.13

11.20

11.23

11.6

11.4

11.17

11.30

11.30

11.6

11.9

秀之

圭一

龍司

紀道

祐一

政幸

正人

拓

健二

一

守

両　津

　〃

　〃

　〃

相　川

佐和田

　〃

　〃

　〃

金　井

　〃

春日

梅津

梅津

両尾

北狄

中原

長木

沢根炭屋町

河原田本町

泉

中興

（まさゆき）

（ひな）

（あやせ）

（しゅんき）

（つきひ）

（さおり）

（さく）

（てらす）

（ましろ）

（ゆうと）

（れん）

山　岸　雅　幸

伊　藤　日　菜

宇　田　絢　星

岩　脇　駿　貴

中　村　月　灯

加　藤　佐　織

萩　原　　　朔

矢　島　　　照

北　見　眞　白

森　本　悠　斗

上　野　　　蓮

11.13

11.15

11.16

11.17

11.21

11.22

11.23

11.24

11.25

11.26

11.27

11.27

11.27

12.3

12.4

12.7

12.8

11.13

11.19

11.19

11.29

12.1

12.2

12.6

12.8

12.8

12.9

12.10

11.14

11.16

11.23

11.25

11.25

12.1

12.10

11.16

11.18

64

91

82

78

72

77

91

91

76

101

76

80

89

65

77

84

89

90

66

82

81

95

61

57

87

80

81

70

81

97

86

78

58

36

77

91

91

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

金　井

　〃

和木

椎泊

両津湊

両尾

片野尾

羽吉

黒姫

羽二生

上横山

両津夷

久知河内

両津湊

下久知

梅津

春日

両津湊

柿野浦

相川上京町

相川海士町

小川

相川下戸村

相川大浦

相川四町目

稲鯨

相川大浦

戸地

相川下戸炭屋町

高千

八幡

沢根炭屋町

真光寺

八幡

八幡町

八幡町

窪田

千種

吉井本郷

水　口　健　一

棚　田　ト　シ

星　野　末　吉

中　濱　友　子

金　子　光　男

林　　　サエ子

後　藤　仁太郎

甲　斐　ハ　マ

磯　西　　　巖

本　田　ス　ヱ

本　間　則　雄

齋　藤　幸之助

小　埜　スヱノ

白　井　レイ子

市　橋　ヒデ子

松　本　典　雄

鈴　木　キ　ヨ

須　田　樹　一

岩　城　　　忍

左　京　　　博

磯　西　辰　雄

西　野　オ　モ

三　馬　幸　夫

戸　﨑　　　力

中　川　タ　ネ

大　辻　幸　作

濱　辺　悌　一

吉　永　　　勇

山　本　チ　ヨ

大　坂　ツ　キ

恵帳塚　　　孝

岩　崎　友　次

榮　山　東　一

大　平　陽　子

向　山　和　光

神　田　トシヱ

田　島　イ　マ

11.21

11.23

12.2

12.3

12.6

12.2

12.3

12.7

12.9

12.9

11.15

11.17

11.23

11.25

11.27

11.30

11.30

12.2

12.5

12.8

11.14

11.22

11.22

12.2

11.19

11.25

11.29

11.15

11.16

11.17

11.18

11.19

11.26

12.6

11.16

11.29

12.6

88

62

88

88

90

87

82

93

69

85

85

86

86

94

79

74

58

90

97

94

79

86

82

89

76

85

98

93

87

80

91

88

87

80

83

84

87

金　井

　〃

　〃

　〃

　〃

新　穂

　〃

　〃

　〃

　〃

畑　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

真　野

　〃

　〃

　〃

小　木

　〃

　〃

羽　茂

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

赤　泊

　〃

　〃

中興

大和

金井新保

吉井本郷

中興

新穂潟上

新穂井内

新穂長畝

新穂皆川

新穂青木

宮川

畉田

畑野

畑野

宮川

小倉

丸山

小倉

畑野

寺田

吉岡

金丸

大倉谷

真野大川

小木町

小比叡

小木強清水

羽茂大橋

羽茂本郷

羽茂村山

羽茂大崎

羽茂本郷

羽茂大石

羽茂上山田

三川

赤泊

下川茂

仲　川　安　一

大　崎　千惠子

本　間　ハナ子

関　根　幸　雄

堀　　　彌傳治

　　梨　フ　ミ

松　田　茂　夫

野　口　サ　チ

金　子　晴　覧

土　屋　重　芳

笠　井　明　義

本　間　一　三

原　　　　　浩

池　　　タ　キ

駒　形　ヒデ子

加　藤　利　夫

源　田　康　広

豊　嶋　房　江

加　藤　義　男

羽二生　善　一

小　田　サ　ダ

安　藤　武　男

柴　原　壽　雄

髙　野　許　子

中　堀　　　均

井　端　久　子

金　子　カ　ツ

田　中　ハ　ナ

本　間　平　治

笠　井　金　壽

藤　井　菊　枝

長　原　ヨシヱ

髙　野　キクヱ

佐久間　ク　ラ

渡　邉　直　二

山　本　　　好

　　形　重　作

11.10

11.15

11.18

11.18

11.29

11.8

12.2

11.8

11.20

11.24

洋史

圭一郎

裕治

大輝

芳隆

智

優佑

 明

郁雄

啓里

新　穂

畑　野

　〃

　〃

　〃

真　野

　〃

小　木

羽　茂

　〃

下新穂

畑野

畑野

寺田

飯持

長石

真野

深浦

羽茂大石

羽茂本郷

（りゅうせい）

（はる）

（さくと）

（わかな）

（ひかる）

（さき）

（こうた）

（いつき）

（まゆ）

（たけひろ）

森　田　琉　生

本　間　悠　琉

加　藤　朔　士

相　田　わかな

大　倉　　　輝

與那嶺　　　咲

長　　　滉　太

多　聞　樹　生

百　畑　万　由

北　嶋　岳　寛

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

地  区  名 大  字  名
う  ぶ  ご  え

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

お  く  や  み
地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命 日 

〈おわびと訂正〉市報さど12月号の「戸籍の窓」に間違いがありました。
　　　　　　　　正しくは次のとおりです。おわびして訂正します。

地区名 大字名

相川
（うぶごえ）

北狄
氏　　名

齋藤　真理（まり）
保護者 

貴士 11.2
たんじょう日
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　学校給食では、食育の推

進と地場産物の使用拡大を

目指し『地産地消』に取り組んでいます。この日の佐渡

産食材は、米、牛乳、干しいたけ、長ねぎ、米粉、あら

め、打ち豆、酒粕でした。

　この日は11月の誕生会があり、誕生者は一人ずつ紹介さ

れ「好きな飲み物は何ですか」などのインタビューに答え

ていました。全校児童は仲良く、和やかに給食を食べ、酒

粕を使った粕汁は体をポカポカ温めてくれました。

　金井吉井小学校では、社会科や総合学習で、佐渡の特

産品について学んでいます。３年生が「一夜干しイカ・

すり身工場」でイカをさばくなどの体験学習をしまし

た。４年生はいごねりを作っているお店で作業体験をし

ました。５年生は学校田でお米作りをして、地域の方か

ら田んぼと朱鷺のことや農家の人の知恵や苦労を学び、

収穫祭には地域の方を招待しました。

　また、祖父母学級の日には、訪れた方と全校児童との

給食試食会が行われ、

佐渡産の米粉パンなど

も食べました。祖父母

の方から昔のお話など

を聞き、楽しい時間を

過ごしました。

①カキは片栗粉をもみ込み、
よく水洗いしてざるに上げ
る。白菜は3～4㎝の長さ
に切る。
②鍋に白菜を入れて、箸で
かき混ぜながら水気を出
して、しんなりさせる。
③②にカキを入れる。
④調味料を入れて、鍋に蓋
をして、カキと白菜に火
が通るまで煮る。10分
位蒸らして味をしみこま
せてから盛り付ける。

朝食メニュー
●ごはん ●彩り野菜汁
●カキと白菜の和風煮（佐
渡産） ●ほうれん草のシ
ラス和え ●リンゴ（佐渡
産）

オゾンナノバブル水殺菌にこだわる　カキ職人

伊藤　剛さん（秋津）

給食の様子

ごはん、牛乳、にぎすの
米粉揚げ、あらめの煮物、
粕汁

　カキは、さまざまな

栄養素が多量に含まれ

「海のミルク」とも呼ば

れ、古くから世界中で

食べられてきました。

　伊藤さんは、６年前にＵターンし、家族でカキの養殖をさ

れています。加茂湖のカキの特徴は、１年で出荷できる大き

さに成長することで、磯臭さが少なくカキの旨味を味わうの

に適しているそうです。

　伊藤さんのこだわりは、カキの殺菌に佐渡海洋深層水で作

った「オゾンナノバブル水」を使うところです。また、葦場

(よしば)の造成など加茂湖の環境改善への取り組みも行い、

将来的には加茂湖のカキのブランド力を高めていきたいと語

ってくれました。

　カキのおすすめの食べ方は、殻付きのカキを蓋付きの鍋で

一度蒸してから、炭火で焼いてゆずなどをかけて食べること

だそうです。また、カキフライは、衣を薄くすることがコツ

とのことです。

●材料（１人分）
・カキ　　1/2袋(約70ｇ)
・片栗粉　小さじ１
・白菜　　1/2枚
調味料
・和風だしの素
　　　　　少々
・みりん　小さじ１
・酒　　　小さじ１
・塩　　　少々
・しょうゆ　小さじ１と1/2 

たけし

簡単！朝食レシピ

旬の仕事人
～地産地消で佐渡を元氣にしよう！～

とれたて！

カ キ

学校給食
チオシイ

食育 元気⑩
笑顔まるごと！
シリーズ

カキと白菜の和風煮

金井吉井小学校
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市の面積　855.33㎢（平成23年10月1日）　市の海岸線280.3km（平成21年3月31日）

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

毎月第1・3金曜 午後5時から  ＣＮＳ情報番組「さどチャン」内で放送中！

投稿方法　メール、FAX、ハガキに、お名前と相談内容を書いてお送りください。
　　　　　(お名前はペンネームでもかまいません)
　※メール　help@city.sado.niigata.jp　　※FAX  51-2040
　※ハガキ　〒952-0318 佐渡市真野新町489番地 CNSテレビ
　　　　 　「助けてドクター!」係　まで
○佐渡総合病院、両津・相川病院に投稿ポストを設置しています！
　こちらもご利用ください。　
お問い合わせ　CNSテレビ　☎51-2030

アドレス psc1.sado@fofa.jpに空メールを
送ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

佐渡市メール配信サービス
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、

　観光イベント情報、くらしの情報

お問い合わせ  市役所地域振興課（情報政策係）☎63-5139

「助けてドクター！」子どもからお年寄りまで、あらゆる世代の
身体や病気のお悩みを解決します！ 

 
 　お待たせしました！戦後まもなく高千村で起こった史実をもとにした、全編佐渡ロ

ケ映画「飛べ！ダコタ」の第２期撮影が、１月14日(月・祝)から約１か月にわたり島内各

地で行われます。主演の比嘉愛未さん、柄本明さん、ベンガルさんら多くの役者の方が

来島されます。前回以上の大規模な撮影になりますので、多くの皆さまからのご支援・

ご協力をお願いします。

エキストラ大募集！
主な日程　※他の日程もございますので、詳細はお問い合わせ
　　　　　　ください。
■１月19日(土)・20日(日)　素浜
役柄　ダコタを丘に引き上げる警防団員たちとその奥さん役
■１月26日(土)・27日(日)　素浜
役柄　滑走路造りを手伝う村人役
■２月２日(土)　素浜
役柄　ダコタを見送る村人役
参加者には記念品進呈！（出演料は出ません。交通費等自己負担でお願いします。）
◎ボランティア製作スタッフも同時募集!!一緒に佐渡の映画づくりをしましょう。
◎撮影に使用する石も引き続き大募集（目標15,000個）
お問い合わせ・ご応募　☎090―1420―0040（助監督　桑原）
または、市役所観光商工課内 フィルムコミッション佐渡事務局  ☎63―5116

「飛べ！ダコタ」の第２期撮影が行われます
全編 佐渡ロケ映画

ひが　まなみ えもとあきら

主演  比嘉 愛未さん

柄本 明さん

ベンガルさん

海 上 保 安 庁
海の「もしも」は118番

佐渡海上保安署
佐渡市両津夷１番地
☎0259―27―0118

１月18日は、海上保安庁緊急呼出し電話

１１８番の日です。

海難や人身事故に遭遇した、または目撃した。 
油の排出等を発見した。不審な船を見かけた。 
密航・密輸事犯等の情報を得た。 
などがあったら１１８番へ連絡をお願いします。
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